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ア
ユ
解
禁
　
江
戸
前
鮎
の
そ
上
も
期
待

　

多
摩
川
、

秋
川
の
本
流

な
ど
で
6

月
、
ア
ユ
の

渓
流
釣
り
が
解
禁
さ
れ

た
。

　

秋
川
漁
業
協
同
組
合
で

は
解
禁
を
前
に
４
０
０
０

㌔
の
ア
ユ
を
放
流
。
友
釣

り
は
6
月
1
日
か
ら
全
域

で
解
禁
さ
れ
た
。た
だ
し
、

檜
原
地
区
の
南
秋
川
は
資

源
保
護
の
た
め
7
月
1
日

に
解
禁
と
な
る
。

　

奥
多
摩
漁
業
協
同
組
合

で
は
多
摩
川
に
１
０
５
０

㌔
の
ア
ユ
を
放
流
。
6
月

15
日
か
ら
解
禁
さ
れ
る
。

　

江
戸
前
鮎
の
そ
上
も
期

待
で
き
る
と
い
う
。た
だ
、

多
摩
川
は
冬
期
に
行
わ
れ

た
白
丸
調
整
池
ダ
ム
の
抜

水
点
検
の
影
響
で
汚
泥
や

腐
葉
土
な
ど
が
河
川
に
流

出
し
た
た
め
、
ア
ユ
の
生

育
に
悪
影
響
が
予
想
さ
れ

る
事
態
と
な
っ
て
い
る
。

　

奥
多
摩
漁
業
協
同
組

合
で
は
、
放
流
予
定
の

１
５
５
０
㌔
の
う
ち

５
０
０
㌔
分
は
来
年
度
に

延
期
す
る
こ
と
を
決
め
て

い
る
。

　

遊
漁
料
は
、
秋
川
が
年

券
＝
1
万
円
、
日
券
＝

２
５
０
０
円
、
小
学
生

以
下
無
料
。
多
摩
川
が

９
０
０
０
円
、
日
券
＝

２
５
０
０
円
、
小
学
生
以

下
無
料
。
問
い
合
わ
せ

は
、
多
摩
川
＝
奥
多
摩
漁

協
（
☎
０
４
２
８
‐
７
８

‐
８
３
９
３
）、
秋
川
＝

秋
川
漁
協
（
☎
０
４
２
‐

５
９
６
‐
２
２
１
５
）
ま

で
。

　

都
交
通
局
が
管
理
す
る

白
丸
調
整
池
ダ
ム
（
奥
多

摩
町
棚
沢
）
か
ら
放
水
さ

れ
た
汚
泥
と
腐
葉
土
な
ど

が
奥
多
摩
川
の
あ
ち
こ
ち

の
河
床
部
分
に
堆
積
し
、

環
境
悪
化
や
観
光
事
業
へ

の
懸
念
が
出
て
い
る
。
想

定
を
超
え
た
汚
泥
が
流
れ

出
し
た
も
の
で
、
中
で
も

水
生
生
物
へ
の
影
響
が
心

配
だ
。
６
月
に
解
禁
と
な

る
ア
ユ
釣
り
に
も
被
害
が

出
て
い
る
。

　
「
水
面
か
ら
見
る
と
河

床
が
浅
い
と
思
っ
て
も
実

際
は
も
の
す
ご
く
深
い
と

い
う
場
所
も
あ
る
か
も
し

奥
多
摩
川
　
環
境
悪
化
や
観
光
事
業
に
影
響

放
水
の
汚
泥
と
腐
葉
土
　
河
床
に
堆
積

れ
ま
せ
ん
の
で
、
入
渓
さ

れ
る
際
に
は
十
分
に
お
気

を
付
け
く
だ
さ
い
」

　

こ
れ
は
奥
多
摩
漁
業
協

同
組
合
（
青
梅
市
御
岳
）

が
釣
り
人
ら
に
呼
び
掛
け

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。
文
面

か
ら
は
河
床
に
堆
積
し
た

汚
泥
な
ど
が
尋
常
の
量
で

な
い
こ
と
が
伺
え
る
。

　

同
ダ
ム
の
抜
水
点
検
は

定
期
的
に
行
わ
れ
て
い

る
。
都
交
通
局
は
昨
年
11

月
10
日
に
、「
ダ
ム
の
水

を
一
時
的
に
抜
き
、
水
位

を
下
げ
て
施
設
の
点
検
や

各
種
工
事
を
行
い
ま
す
」

と
都
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
な
ど

で
告
知
し
た
。

　

点
検
は
同
月
26
日
に
１

回
目
が
、
12
月
13
日
に
２

回
目
が
行
わ
れ
た
＝
写

真
。
1
回
目
は
多
摩
川
は

白
濁
し
た
が
、
そ
の
後
少

し
ず
つ
透
明
度
を
取
り
戻

し
た
。
水
面
近
い
水
を
流

す
１
回
目
と
異
な
り
、
２

回
目
は
ダ
ム
底
に
溜
ま
っ

た
汚
泥
を
巻
き
込
ん
で
流

し
た
。
結
果
は
あ
ま
り
の

河
川
の
変
貌
に
誰
も
が
驚

く
事
態
と
な
り
、
同
漁
協

に
は
問
い
合
わ
せ
も
相
次

い
だ
。

　

都
交
通
局
は
、
環
境
維

持
に
最
善
を
尽
く
し
た
抜

水
方
法
を
考
え
、
作
業
を

行
っ
て
い
る
が
、
想
定
を

超
え
た
汚
泥
の
量
で
、
対

応
に
苦
慮
。
今
後
の
教
訓

に
な
っ
た
。

◆
地
域
の
話
題
や
出
来
事
、
政
治
や
行
政
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
な
ど
何
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
西
多
摩
の

魅
力
や
将
来
に
残
し
た
い
景
色
な
ど
も
募
集
し
ま
す
。
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◆
◆

◆
◆ 身

近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

６
月
15
日
に
ア
ユ
釣
り

が
解
禁
と
な
る
多
摩
川

で
は
実
害
が
出
て
い
る
。

同
漁
協
は
解
禁
に
向
け

１
５
５
０
㌔
の
ア
ユ
の
成

魚
を
放
流
す
る
予
定
だ
っ

た
が
、
こ
の
う
ち
５
０
０

㌔
を
来
年
に
延
期
し
た
。

迷
惑
を
こ
う
む
る
の
は
ア

ユ
釣
り
を
楽
し
み
に
し
て

き
た
太
公
望
た
ち
だ
。

　

水
生
生
物
へ
の
影
響
は

は
ま
だ
調
査
が
行
わ
れ
て

お
ら
ず
、
把
握
で
き
て
い

な
い
が
、
そ
れ
な
り
の
影

響
は
る
。
同
漁
協
の
あ
る

組
合
員
は
「
河
川
へ
流
入

し
た
堆
積
物
は
完
全
に
は

取
り
除
く
こ
と
は
で
き
な

い
状
況
な
の
で
、
台
風
で

漁
場
が
洗
わ
れ
る
の
を
待

つ
し
か
な
い
」
と
話
す
。

秋川 6月 1日、多摩川 6月 15日
太公望お待ちかね

多摩川でアユ釣りを楽しむ（昨年）

白丸調整池ダム

と
語
っ
た
。

　

今
後
は
ツ
イ
ン
ル
ー
ム

4
室
か
ら
な
る
客
室
棟
を

設
け
、
24
年
度
内
に
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
す
る
。
な

お
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
サ
ウ

ナ
の
予
約
な
ど
の
詳
細
は

ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
で

き
る
。

　
「
沿
線
ま
る
ご
と
ホ
テ

ル
」
を
運
営
す
る
の
は
全

国
各
地
で
地
域
活
性
化
や

ビ
ジ
ネ
ス
創
出
を
支
援
す

る
株
式
会
社
さ
と
ゆ
め
と

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
２
社
が
出

資
し
た
沿
線
ま
る
ご
と
株

式
会
社
。

　

無
人
駅
舎
な
ど
を
ホ
テ

ル
の
フ
ロ
ン
ト
と
し
て
活

用
し
、
沿
線
の
集
落
に
あ

る
古
民
家
を
ホ
テ
ル
の
客

室
な
ど
に
改
修
。
地
域
住

民
が
ホ
テ
ル
の
キ
ャ
ス
ト

と
し
て
接
客
や
案
内
を
す

る
こ
と
で
、
沿
線
の
地
域

全
体
を
楽
し
む

世
界
観
を
構
築

す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
。
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、

昨
年
の
「
第
７

回
ジ
ャ
パ
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
・

ア
ワ
ー
ド
」
の

最
高
賞
で
あ
る

国
土
交
通
大
臣

賞
に
選
ば
れ
て

い
る
。

　

レ
ン
チ
ベ
ー
ス
の
料
理
を

提
供
す
る
。

　

開
業
を
前
に
13
日
に
は

内
覧
会
が
行
わ
れ
、
師
岡

公
伸
奥
多
摩
町
長
、
大
勢

待
利
明
青
梅
市
長
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
執
行
役
員
の
内
田

英
志
八
王
子
支
社
長
、
青

梅
市
観
光
協
会
の
小
澤
徳

郎
会
長
ら
が
駆
け
付
け
、

開
業
に
期
待
を
寄
せ
た
。

　

嶋
田
俊
平
社
長
は
「
私

た
ち
の
施
設
や
サ
ー
ビ
ス

が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、

青
梅
線
沿
線
が
利
用
者
に

と
っ
て
の
〝
ふ
る
さ
と
〟

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。
こ
の
新
し
い
ふ
る
さ

と
づ
く
り
の
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
が
全
国
に
広
が
る
モ
デ

ル
に
な
れ
る
よ
う
事
業
に

向
き
合
っ
て
い
き
た
い
」

青
梅
線
沿
線
の
活
性
化
に
期
待

「
沿
線
ま
る
ご
と
ホ
テ
ル
」
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
開
業

　

Ｊ
Ｒ
青
梅
線
の
沿
線
全

体
を
宿
泊
施
設
に
見
立
て

た
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
「
沿
線

ま
る
ご
と
ホ
テ
ル
」
の
一

部
が
5
月
16
日
、
開
業
し

た
。

　

開
業
し
た
の
は
鳩
ノ
巣

駅
近
く
の
「Satologue 

O
m

e

（
さ
と
ろ
ー
ぐ
お

う
め
）」。
レ
ス
ト
ラ
ン
棟

と
サ
ウ
ナ
棟
で
構
成
。
古

い
木
造
家
屋
を
改
築
し
た

も
の
で
、
里
山
の
よ
う
な

屋
外
空
間
が
備
わ
っ
て
い

る
。

　
「
時
帰
路
（TO

KIRO

）」

と
名
付
け
ら
れ
た
レ
ス
ト

ラ
ン
＝
写
真
＝
は
、
シ
ェ

フ
の
駒
ヶ
嶺
侑
太
さ
ん
と

髙
波
和
基
さ
ん
が
、青
梅
、

奥
多
摩
ゆ
か
り
の
食
材
を

使
っ
て
腕
を
ふ
る
い
、
フ

宿泊棟は 24年度内に開業

沿線の首長らが駆け付け開業を祝った

底が見えた白丸調整池ダム


